
            

 

 

 

今年度の定期健康診断は、２・６年生の歯科検診をもちましてほぼ終了となります。保護者の皆様には、

保健調査票の記入など、ご協力いただきありがとうございました。 

受診が必要な児童へは、各検査結果のお知らせを順次配付しております。すでに受診報告書を提出してく

ださった保護者の皆様、ありがとうございました。むし歯や歯周病、視力の低下等、そのままにしておくと

進行し、回復に時間のかかる場合もあります。症状の軽いうちに、早めに受診してくださ

るようお願いいたします。健康診断の結果一覧につきましては、健康手帳に貼り付けたも

のを各ご家庭に７月頃返却いたしますので、ご覧になってください。 

暑くなる日もだんだんと増えてきました。水筒持参のご協力をよろしくお願いします。 

 

 

 

歯の病気の原因となる「歯垢」とは？ 

 口の中にいる細菌が歯の表面に作った“巣”が「歯垢」です。歯垢１グラムの中には数千億もの細菌が

いて、歯に特に影響を与えない細菌と、むし歯などの歯の病気を起こす細菌が混在しています。 

間食などで砂糖をたくさん食べると、それを餌にして歯の病気を起こす細菌が増え、歯垢がたまってい

きます。むし歯の場合は、歯垢に住み付いている細菌が糖質を餌にして酸を出し、歯を溶かして起こりま

す。 

歯垢は歯にべったりと付いているため、歯みがきをしないと落ちません。しかもそのままにしておくと、

「歯石」と呼ばれるとても硬い状態になり、歯科医院で治療しないと落とすことができなくなります。 

食事を摂ると、糖分を利用し細菌が酸を作ります。食べたらみがくことを心がけましょう。また、寝て

いる間は唾液の量が少なくなるため、細菌が増え活発に活動します。就寝前は、特に丁寧な歯みがきを心

がけましょう。 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月の保健目標   歯を大切にしよう。 

 

南小学校ほけんだより  

令和７年６月３日 発行 

 

６月４日～６月 10日は「歯と口の健康週間」です 

歯の表面を指で触った時にネバネバしたものが付

くことがあります。このネバネバが「歯垢」です。 

特に歯垢がたまりやすいところ 

小学校のうちは仕上げみがきをお願いします！ 

自分でできるからといって歯みがきをお子さんに任せてしまうと、歯の生え際、犬歯周辺、

歯と歯の間、かみ合わせの部分などにみがき残しが出てしまいます。小学生のうちは、お子

さんがみがいた後に不十分なところをチェックして、みがいてあげてください。 

 



 

 

 

熱中症を予防するためには、暑くなる前から外遊びや運動をすることが大切です。 

①少しずつ運動をして汗をかくこと、②汗をかいたらこまめに水分補給をすること、これら①②を繰り返

して行い、『汗をかく力』をつけておくと、熱中症になりにくくなります。 

 

熱中症は、環境、体、行動の３つの要因で、体内に熱がこもることで発症します。 

環境の要因 

気温が高い、湿度が高い、風がない、日差しが強い、急に暑くなったなど 

体の要因 

暑さに慣れていないためにあまり汗をかけない、体調不良、睡眠不足、下痢をしている、しっかり食事

をとっていないなど 

行動の要因 

激しい運動、運動中に休憩しない、水分補給をしていない、暑い屋外に長時間いるなど 

 

 

 

暑い日が増えてきました。熱中症に注意が必要です！ 


